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ウラン探鉱 ウラン濃縮技術の開発
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ウラン探鉱
１．権益維持

海外のウラン探鉱に係る成果の取りまとめにつ

いては，最終報告書「海外ウラン資源探査－探査

技術の取りまとめ－」の作成を完了した。

海外現地法人の清算業務として，米国法人を２０

０１年１月３１日に解散した。カナダ法人については，

清算準備を行うとともに，カナダ事務所を２００１年

３月３１日に閉鎖した。

（東濃地科学センター）

ウラン探鉱 ウラン濃縮技術の開発
１．遠心機開発

日本原燃株式会社及び電力１０社との共同研究と

して実施している遠心機開発は，計画していた六

フッ化ウランガス流通部圧力測定試験，回転体の

温度分布測定試験，ウラン同位体の存在比測定な

どの分離特性試験，遠心機を構成する金属材料の

六フッ化ウランガスに対する耐腐食性試験を行い

終了した。また，共同研究成果報告書の最終取り

まとめを行った。

将来の遠心機開発に必要な基礎的・基盤的技術

開発として実施している遠心法先導的技術開発は，

超高性能遠心機の回転振動特性試験，軸受け特性

試験を行うとともに六フッ化ウランガスの抜き出

し特性試験，六フッ化ウランガス流通部の圧力測

定試験，回転体の温度分布測定試験，遠心機から

抜き出された六フッ化ウランガスをサンプリング

し，ウラン同位体の存在比測定を行うなどの分離

特性試験，超高性能遠心機を構成する金属材料の

六フッ化ウランガスに対する耐腐食性試験，超高

性能遠心機の強度・回転特性解析と開発成果報告

書の取りまとめを行った。

以上の各種試験と開発成果報告書の取りまとめ

をもって，核燃料サイクル開発機構における遠心

法先導的技術開発は全て終了した。

２．原型プラント

電力会社との３年間延長運転の追加役務契約に

基づき，第一運転単位（DOP‐１）にて，回収ウラ

ン原料による濃縮役務運転を行い，２００１年２月を

もって原料の供給を終了し，窒素ガスを封入した

（第二運転単位（DOP‐２）については，１９９９年１１

月より停止し，窒素ガスを封入済）。

回収ウラン製品の輸送容器への詰め替えについ

ては継続実施している。また，３月２３日に，最終

製品完成式及び原型プラントでの濃縮事業の成果

報告と関係各位のこれまでの協力に謝意を表すと

ともに，今後の業務展開について説明し，理解と

支援を求めるため「報告と感謝の会」を開催した。

なお，ウラン濃縮原型プラント１３年の運転実績を

６件の技術論文にまとめた特集を技報 No．１０別冊

として編集・発行し，会場で配布した。（詳細は本

誌掲載「会議報告」を参照）。

３．滞留ウラン回収技術開発

濃縮機器やプラント内に滞留しているウランを

回収することを目的とする滞留ウラン回収技術開

発については，基礎試験結果に基づき，フッ化ガ

ス製造設備の設計，装置の仕様検討及び文部科学

省への使用変更許可申請（２００１年２月１９日）を行っ

た。

濃縮工学施設においては，集合型遠心機（DOP

‐２型遠心機）１セットを用いた滞留ウラン除去試

験を実施し，フッ化ガスと滞留ウランとの反応特

性を確認した。この結果は原型プラントで行う滞

留ウランの除去及び回収試験に反映させる予定で

ある。

東海：環境保全・研究開発センター

人形：環境保全技術開発部

２００１年１月～３月
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